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プロフィール

　東日本大震災の被災地ボランティアや無料塾

で、「人の役に立ちたい」と無償の活動に献身す

る若者たちに出会いました。その若者たちが、い

まの日本では大切にされていません。戦争は絶

対にいけないとの思いから入党した私は、いま

こそ憲法 9 条を守り、子どもも若者も高齢者も

大切にされる国、川崎市政に変えるためにがんばりたい―その思

いから市会に挑戦することを決意しました。みなさまの大きなご支

援をよろしくお願いいたします。
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弟と訪れた江の島で（左が、
むねた裕之さん）学習塾「宮前アカデミー」の子どもたちと

とどろきアリーナへの福島から
の避難者に炊き出しのカレーを
配る、むねた裕之さん

石巻市で被災住宅の泥だし作業
をする、むねた裕之さん

高津区で放射線量を測定する、
むねた裕之さん

地
域
の
方
と
市
営
久
末
大
谷
住

宅
跡
地
を
視
察
す
る
石
田
和
子

市
議
と
、む
ね
た
裕
之
さ
ん

住民要望を高津区長に提出する
石田和子市議と、むねた裕之さん
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北
海
道
苫
小
牧
市
近
く
の
厚
真
町
で
生

ま
れ
、
子
ど
も
の
頃
は
山
や
川
で
遊
び
、
自

然
の
中
で
の
び
の
び
育
ち
ま
し
た
。父
は

郵
便
局
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で
、当
時
、自
民
党
員
で
し
た
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浪
人
時
代
、
核
兵
器
廃
絶
の
署
名
行
動

に
参
加
。そ
の
な
か
で
戦
前
か
ら
命
が
け

で
戦
争
に
反
対
し
、
戦
後
も
そ
の
立
場
を

つ
ら
ぬ
く
日
本
共
産
党
を
知
り
入
党
。自

民
党
員
だ
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た
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も
、
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し
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、
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ち

に
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本
共
産
党
に
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ま
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。
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ル
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、
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日
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産
党
で
青
年
学
生
の
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に
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ト
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の
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望
の
聞

き
取
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な
ど
、震
災
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ラ
ン
テ
ィ
ア
を
呼
び
か
け
、

宮
城
・
福
島
な
ど
の
被
災
地
に
駆
け
つ
け
た
回
数

は
22
回
に
。

　
福
島
原
発
事
故
を

受
け
、「
放
射
能
被
害

が
心
配
」と
の
声
に
こ

た
え
、高
津
区
内
の
子

ど
も
が
集
ま
る
公
園

な
ど
で
放
射
線
量
を

測
定
、原
発
ゼ
ロ
を
求

め
る
官
邸
前
行
動
や
、地
元
の
千
年
市
営
公
園
で

の「
原
発
ゼ
ロ
た
ち
ば
な
集
会
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も
参
加
。

　
通
学
路
の
安
全
対
策
、

生
活
道
路
の
整
備
、バ
ス

便
の
改
善
な
ど
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
で
寄
せ
ら
れ

た
地
域
の
要
望
に
つ
い

て
現
場
を
調
査
、石
田
和

子
市
議
と
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も
に

33
件

の
要
望
書
を
高
津
区
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

　何ヵ所応募しても１歳の子どもが認可保育
園に入れなかったお母さんから「仕事を辞め
るわけにいかず、実家のある群馬に引っ越し
て両親に子どもを預け、２人とも群馬から川
崎の職場に通うことに。高速道路を使い片道
３時間かかる」との声が寄せられました。認可
保育園の緊急増設に全力をあげます。

　「お金の心配をせずにお医者さんに連れてい
きたい」という声は切実です。「小学６年までの
無料化をすぐに」と公約しながら実行しない福
田市長の公約違反は許せません。公約の実行
と、さらに中学生までの拡大を強く求めます。

　「夫は認知症で目を離すと外に出ていってし
まう。夜も眠れず、このままでは自分も倒れてし

まう。でも特養ホームに入れない」
（久末、70代女性）。高津区は市内7区
で最も特別養護老人ホームが少な
い地域。市営久末大谷住宅跡地への
整備などを提案し、増設に全力をつ
くします。

　かつてコンピュータ
ソフトウェア会社に

勤務し、月200時間を超える残業
で倒れ、辞めていく仲間を見てきました。若者を使
い捨てるような社会、市内大企業のリストラ計画
に対して実態調査も拒否する市長の姿勢は許せま
せん。地域の雇用を守り拡大する取り組みを強く
求めていきます。
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むねた裕之むねた裕之
日本共産党
高津区市政対策委員長

市内の高校を訪問視察し、
話を聞く、むねた裕之さん




